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医療用テープを剥がす際に生じる
皮膚への負担の軽減を目指して

松山 峻大 （滋賀医科大学 医学部医学科3年）
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【課題】

医療用テープを剥がす際の皮膚への負担を軽減する【アイデア】

粘着力に応じて変色するテープのイメージ図
「つつむ」
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【概要】
医療用テープを剥がす際に生じる皮膚への負担の軽減をめざして、貼付後
に経時的に粘着力に応じて変色して可視化させる「つつむ」という医療用
テープを提案する。
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